
2025 年度 出前授業・講座報告書 No.16 

開催日時 2025 年 10月 4日（土）  開始時間 12：25   終了時間 12：45 

開催場所 中沢秋の集い 

実施内容 紙芝居「海の恵み」 

人  数 
児童 中高生 大人 少し後ろに     計 

19  6 10 15     50 

スタッフ  4名 司会（自治会副会長）  1名  

１ 概要 

オリジナルの紙芝居を用いて、私たちの生活の中に海を起源とするものがたくさんあること、海がす

べての起源であることを気づかせる。 

２ 実施内容 

 「今日のテーマは“海の恵み”なので、ここに“海”を持ってきました。」と説明し、おもむろに 

地球をデザインしたビーチボールを取り出した。地球の表面の７０％は海であることや、日本の位置 

を視覚的に確認してもらった。 

 続いて紙芝居。家族4人で海に遊びに来て、海の水がとても塩辛いことに気づく。お弁当のおにぎり

を食べながら、具材も海苔も海に関係することを説明。そして、おにぎりの本体のお米はどうかな？ 

稲作にはたくさんの水が必要だが、この水は、海の水が水蒸気になって空に上がってやがて雲になり、

それが雨になって降ってくることで得られる。つまりすべては“海”が元になっていることを伝えた。 

３ 良かった点、課題点など 

 紙芝居は、子ども達はもちろんその親の世代にとっても未経験で、拍子木の音も併せて興味を引いた

ようだった。はじめは「海の恵み」って何だろうと半信半疑だったが、「おにぎりの材料で海に関係す

るものは何かな？」「他にないだろうか？」などと問いかけながら、子ども達に考える場面をつくり、

子ども達が気づくと「ピンポーン！！」と応えることで、どんどん話の内容に引き込まれていった。 

 その後自治会の屋台のおにぎりや焼きそばその他を食べながら、「これも海が起源かな。」などと語ら

う場面も見られた。 

 今後この紙芝居を単独で行うだけでなく、自然環境や地球の歴史などと併せることも考えられる。 

また本会の活動の場として、世代を超えた人達が集まる自治会の催しを考えてもよいのではと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


